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議
案
第
₂₆
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
︵
檜
原
村
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
︶

（
説
明
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
個
人

所
得
課
税
の
見
直
し
や
、
た
ば
こ
税

の
税
率
の
引
き
上
げ
等
を
規
定
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
₂₇
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
︵
檜
原
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
︶

（
説
明
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
課
税

限
度
額
の
引
き
上
げ
や
、
軽
減
対
象

と
な
る
所
得
の
規
準
に
つ
い
て
変
更

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
₂₈
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
︵
檜
原
村
国
民
健
康
保
険
檜

原
診
療
所
使
用
料
及
び
手
数
料
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
︶

（
説
明
）

　

国
の
告
示
番
号
の
変
更
に
伴
い
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。︵

診
療
報
酬

に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
）

議
案
第
₂₉
号

配
水
管
布
設
替
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て

（
説
明
）

　

老
朽
化
に
伴
い
樋
里
・
小
沢
・
神

戸
地
内
の
村
簡
易
水
道
の
配
水
管
、

約
２
千
ｍ
を
布
設
替
す
る
も
の
で

す
。

○
契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額

　
　
　
　
　

１
億
３
千
８３４
万
８
千
円

○
契
約
の
相
手
方　
　

草
間
工
業
㈱

議
案
第
30
号

下
元
郷
公
衆
ト
イ
レ
建
替
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

（
説
明
）

　

下
元
郷
公
衆
ト
イ
レ
の
建
替
え
工

事
を
行
う
も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額　
　

６
千
69
万
６
千
円

○
契
約
の
相
手
方　
　

㈱
光
壽
建
築

議
案
第
3₁
号

檜
原
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
説
明
）

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
指
定
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

議
案
第
3₂
号

檜
原
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
説
明
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
清

水
正
美
氏
を
委
員
に
選
任
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
33
号

檜
原
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
つ
い
て

（
説
明
）

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
中
村
宗
嗣
氏
を

平成30年第２回定例会
このようなことを審議いたしました

６月４日～６月15日の12日間、開催し、村長提出案件11件が提出され、
すべてが原案どおり可決されました。

教
育
長
に
選
任
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
3₄
号

檜
原
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

（
説
明
）

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
引
き
続
き
中
村
美
穗
子
氏
を

教
育
委
員
に
任
命
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
3₅
号

平
成
₃₀
年
度
檜
原
村
一
般
会
計
補
正

予
算
︵
第
１
次
︶

（
説
明
）

　

補
正
額
１
千
５２０
万
４
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
35
億
５
千
７２０
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
3₆
号

平
成
₃₀
年
度
檜
原
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

︵
診
療
施
設
勘
定
第
１
次
︶

（
説
明
）

　

補
正
額
２２５
万
円
を
減
額
し
、
総
額

を
２
億
２
千
２７５
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

専
決
処
分

契
　
約

補
正
予
算

条
　
例

人
　
事
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吉
川　

洋

　

今
回
、
お
た
ふ
く
風
邪
ワ
ク
チ
ン

接
種
補
助
金
に
つ
い
て
、
こ
の
ワ
ク

チ
ン
に
は
難
聴
の
副
作
用
が
あ
る
。

特
に
ワ
ク
チ
ン
禍
と
い
う
も
の
は
過

去
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
１
回
ワ

ク
チ
ン
禍
を
受
け
た
子
ど
も
は
生
涯

そ
れ
が
続
く
。
村
は
そ
の
他
の
副
作

用
や
訴
訟
が
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
か

も
調
べ
て
い
な
い
。
近
隣
の
自
治
体

の
状
況
も
把
握
も
し
て
い
な
い
。
そ

の
当
事
者
は
責
任
を
問
わ
れ
る
。
こ

れ
で
は
親
と
し
て
安
心
し
て
こ
の
お

た
ふ
く
風
邪
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
で

き
な
い
。
お
た
ふ
く
風
邪
ワ
ク
チ
ン

の
補
正
予
算
は
、
た
だ
単
に
人
数
に

補
助
金
３
千
円
を
か
け
あ
わ
せ
て
予

算
計
上
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

議
会
は
議
決
機
関
で
あ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
内
容
の
説
明
で
了
承
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

和
彦

　

お
た
ふ
く
風
邪
ワ
ク
チ
ン
を
し
て

も
難
聴
に
な
る
と
い
う
話
も
出
た

が
、
副
作
用
が
出
る
の
は
、
数
万
か

ら
20
万
人
に
１
人
だ
と
い
う
。

　

そ
の
数
を
多
い
か
ど
う
か
と
い
う

の
は
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ネ

ッ
ト
等
で
も
調
べ
て
も
、
先
生
方
は

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。

　

高
熱
が
出
て
、
苦
し
む
よ
り
、
ワ

ク
チ
ン
を
受
け
る
こ
と
で
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

檜
原
の
宝
で
も
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
、
そ
う
い
う
病
気
か
ら
少
し
で
も

守
る
た
め
に
賛
成
す
る
。

う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
責
任
は
議

会
に
も
存
在
す
る
。
こ
の
お
た
ふ
く

風
邪
ワ
ク
チ
ン
の
説
明
を
聞
く
限
り

に
お
い
て
は
、
と
て
も
議
員
と
し
て

責
任
を
持
っ
て
賛
成
で
き
な
い
。
こ

う
い
う
立
場
か
ら
反
対
討
論
と
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

山
嵜　

源
重

　

当
初
予
算
が
執
行
さ
れ
て
わ
ず
か

２
か
月
で
、
６
月
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
理
解
し
が
た
い
と
い
う
意
見

も
あ
る
が
、
私
は
今
回
、
本
補
正
予

算
に
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
す
る
。

　

お
た
ふ
く
風
邪
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
も
、
や
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
重

症
化
も
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

自
己
責
任
と
い
う
前
提
と
、
注
意
喚

起
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
最
大
限
回
避

で
き
る
。

　

お
し
な
べ
て
住
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
の
も
の
と
理
解
し
、
賛
成
と
す

る
。

平
成
30
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
次
）
に
対
す
る
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

兵
庫

　

原
案
に
賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を

申
し
述
べ
ま
す
。
今
回
の
補
正
に
つ

い
て
、
明
確
に
説
明
さ
れ
、
そ
の
使

途
に
つ
い
て
も
納
得
で
き
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
任
意

接
種
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
説
明

し
、
そ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
説
明

を
行
い
、
理
解
を
得
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
補
正
予
算

に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論
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平成30年第２回定例会で審議された議案と議決結果
議長　森田ちづよ　　○＝賛成　×＝反対

議席番号

区　
　
　
　
　

分

議　　　員　　　名

議　　　案　　　名

１ ２ ３ ５ ６ ７ ８ ９
議　

決　

結　

果

清　

水　

兵　

庫

吉　

川　
　
　

洋

山　

嵜　

源　

重

浜　

中　

由　

造

中　

村　

賢　

次

峰　

岸　
　
　

茂

山　

口　

和　

彦

清　

水　

満　

男

専　
　

決　
　

処　
　

分

第26号
専決処分の承認を求めることについて
（檜原村税賦課徴収条例の一部を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

第27号
専決処分の承認を求めることについて
（檜原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

第28号
専決処分の承認を求めることについて
（檜原村国民健康保険檜原診療所使用料及び手数料
に関する条例の一部を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

契　

約

第29号 配水管布設替工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第30号 下元郷公衆トイレ建替工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条　

例
第31号

檜原村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人　
　
　

事

第32号 檜原村固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

第33号 檜原村教育委員会教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

第34号 檜原村教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

補
正
予
算

第35号 平成30年度檜原村一般会計補正予算（第１次） ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

第36号
平成30年度檜原村国民健康保険特別会計補正予算
（診療施設勘定第１次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　傍聴される方は、議会事務局入口で「議会傍聴届」に必要事項
を記入していただいた後、「議会傍聴券」をお持ちになり議場へ
入場してください。

　お問い合わせは議会事務局へ　　電話５９８－１１２８

議会を傍聴しませんか
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総
務
委
員
会
は
、
６
月
７
日
に
開

催
し
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
１
件

の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

①
上
元
郷
地
区
の
住
宅
建
設
予
定
地

は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に

あ
る
村
有
地
で
、
平
成
29
年
度
に
造

成
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

産
業
建
設
委
員
会
は
、
６
月
８
日

に
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て

２
件
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

檜
原
村
で
は
、
平
成
29
年
度
に
森

林
資
源
の
利
活
用
や
自
然
環
境
の
保

全
を
目
的
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
を
、
や
す
ら
ぎ
の
里
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
で

あ
る
木
質
チ
ッ
プ
に
は
檜
原
村
の
間

伐
材
等
を
利
用
す
る
予
定
と
の
こ
と

　

約
１
千
６００
㎡
（
約
４８０
坪
）
の
用
地

の
内
、
１
千
１８０
㎡
（
約
３６０
坪
）
を
住

宅
建
設
用
地
と
し
て
、
今
後
、
戸
建

て
５
棟
、
集
合
住
宅
１
棟
の
建
設
を

予
定
し
て
い
る
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

②
小
岩
地
区
の
住
宅
建
設
予
定
地

は
、
村
が
寄
附
を
受
け
た
土
地
で
、

約
６５０
㎡
（
約
２００
坪
）
の
広
さ
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
村

営
住
宅
２
棟
を
建
設
中
で
、
平
成
30

年
12
月
に
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

村
か
ら
こ
の
村
営
住
宅
は
、
一
定

期
間
住
ん
で
い
た
だ
い
た
際
に
は
、

住
宅
使
用
者
に
土
地
と
建
物
を
譲
渡

す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

委
員
長　

山
口　

和
彦

で
し
た
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

使
う
こ
と
で
、
既
設
の
灯
油
ボ
イ
ラ

ー
の
灯
油
使
用
量
を
削
減
で
き
る
等

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
平
成
29
年
度
に
村

内
の
民
間
会
社
で
あ
る
、
檜
原
水
力

発
電
㈱
が
、
神
戸
地
内
に
あ
る
「
水

の
戸
沢
」
に
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

沢
の
約
８００
ｍ
上
流
か
ら
取
水
し
、

埋
設
し
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
で
発
電

施
設
ま
で
送
水
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

製
の
水
車
を
使
っ
た
発
電
機
で
発
電

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
売
電
を
始
め
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

委
員
長　

峰
岸　

茂

各

委

員

会

報

告

産
業
建
設
委
員
会

報
告

総
務
委
員
会
報
告

小岩地区住宅建設予定地

神戸小水力発電施設（発電容量：最大49㌗) やすらぎの里バイオマスボイラー

上元郷地区住宅建設予定

上
元
郷
・
小
岩

村
営
住
宅
建
設
予
定
地

①
や
す
ら
ぎ
の
里

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

②
神
戸
小
水
力
発
電
施
設

総
務
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会
報
告
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登壇７人 村政を問う
一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

質
問　

①
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に

あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
は
。

②
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
今
後
の
推
進

方
法
は
。

村
長　

①
村
の
生
物
多
様
性
豊
か
な

自
然
を
守
り
育
て
る
、
村
の
文
化
歴

史
を
伝
え
活
か
す
、
村
の
観
光
産
業

を
起
こ
す
と
い
う
３
点
の
基
本
方
針

質
問　

高
齢
化
が
進
み
、
介
護
保
険

給
付
費
が
大
き
く
膨
ら
む
中
、
介
護

予
防
事
業
を
地
域
特
性
に
あ
っ
た
手

法
を
工
夫
し
、
保
険
料
の
抑
制
に
つ

な
げ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
そ
こ
で

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
高
齢
者
福
祉
の
推
進
施
策
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
。

を
定
め
て
い
る
。

②
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
核
と
す
る
エ

コ
ツ
ア
ー
企
画
を
実
施
し
、
村
民
が

自
然
、
歴
史
、
文
化
を
守
る
担
い
手

に
な
る
こ
と
を
重
点
に
推
進
し
て
い

く
。

質
問　

①
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
定

に
よ
り
、
檜
原
村
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
。

②
関
係
人
口
に
つ
い
て
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
今
後
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ

て
い
く
の
か
。

産
業
環
境
課
長　

①
村
民
が
村
の
自

然
・
文
化
・
歴
史
・
生
活
・
村
民
自

身
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
、
誘
客
の
向

上
、
農
業
、
観
光
、
商
業
に
関
わ
る

若
者
の
流
入
と　

定
着
の
期
待
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

②
関
係
人
口
は
、
地
域
外
の
人
材
が

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
こ
と

が
期
待
で
き
、
村
の
新
し
い
産
業
に

関
わ
ろ
う
と
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

質
問　

払
沢
の
滝
に
立
体
の
駐
車
場

が
で
き
な
い
か
。

産
業
環
境
課
長　

払
沢
の
滝
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
東
京
都
で
測

量
し
、
今
後
、
駐
車
場
の
拡
張
工
事

を
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

浜
中
　
由
造

議員

高齢者に対する介護予防事業
等の更なる推進について

地域性を活用した新規事業
を検討したい

６月議会の一般質問は６月４日に行われました。
内容は、要約して受付順に掲載しています。

山
口
　
和
彦

議員

村におけるエコツーリズムの
今後の事業展開について

村の発展につなげる原動力
として期待できる

※
関
係
人
口
と
は
、
そ
の
地
域
に
定

住
は
し
て
い
な
い
が
、
地
域
や
地
域

の
人
々
と
多
様
に
関
わ
っ
て
い
る
人

口
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②
村
の
地
域
特
性
に
合
う
村
独
自
の

事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

村
長　

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
着
実
な
推
進
と
高
齢
者
の
状
況
に

応
じ
た
介
護
予
防
を
実
施
す
る
と
共

に
、
国
や
都
の
動
向
を
踏
ま
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
。

②
今
年
度
か
ら
、
認
知
症
予
防
教
室

を
新
た
に
実
施
す
る
。
独
自
事
業
に

関
し
て
は
、
村
の
地
域
性
を
活
用
し

た
新
規
事
業
な
ど
の
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

①
介
護
予
防
事
業
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

②
介
護
予
防
事
業
を
広
く
認
識
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
普
及
・
啓
発
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
が
で
き
な
い

か
。

福
祉
け
ん
こ
う
課
長　

①
今
年
度
開

始
す
る
認
知
症
予
防
教
室
な
ど
、
今

後
は
新
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
取
り
入
れ
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
介
護
・
認

知
症
予
防
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
や
す
ら
ぎ
の
里

に
設
置
し
、
必
要
と
さ
れ
る
方
の
お

手
元
に
届
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

村
内
で
の
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎

製
造
の
事
業
化
に
向
け
た
、
事
業
調

査
報
告
書
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、
村

内
製
造
に
向
け
た
事
業
展
開
を
行
う

準
備
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て
、
伺

う
。

①
焼
酎
製
造
事
業
検
討
開
始
時
に
お

質
問　

村
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

全
体
構
想
が
、
平
成
30
年
４
月
に
国

に
認
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
次
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

①
檜
原
村
で
独
自
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
展
開
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

村
の
考
え
は
。

②
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
は
、

け
る
村
の
焼
酎
製
造
に
関
す
る
コ
ン

セ
プ
ト
と
事
業
実
施
に
関
す
る
基
本

認
識
は
。

②
焼
酎
開
発
委
員
会
に
お
け
る
事
業

の
検
討
内
容
と
委
託
製
造
に
至
る
ま

で
の
経
過
と
そ
の
背
景
事
情
。

③
報
告
書
に
お
け
る
事
業
化
に
関
す

る
分
析
結
果
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な

方
向
性
で
の
事
業
展
開
を
考
え
て
い

る
か
。

村
長　

①
じ
ゃ
が
い
も
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
よ
り
農
業
・
商
業
・
観
光
等
の

総
合
的
な
振
興
を
図
り
、
雇
用
創
設

を
目
指
す
も
の
で
、
特
産
品
と
し
て

「
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
」
を
製
造
す
る

こ
と
で
あ
る
。

②
村
内
製
造
の
実
現
に
向
け
て
調

査
・
研
究
を
し
た
が
、
法
的
規
制
に

よ
り
不
可
能
だ
っ
た
。
村
は
、
じ
ゃ

が
い
も
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
優
先
し
委

託
製
造
と
し
た
が
、
特
区
制
度
に
よ

り
法
的
要
件
が
ク
リ
ア
さ
れ
、
村
内

製
造
が
可
能
と
な
っ
た
。

③
報
告
書
は
、
事
業
収
支
の
条
件
に

基
づ
き
、
い
く
つ
か
の
事
業
ケ
ー
ス

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
基
に
今

年
度
、
基
本
計
画
を
策
定
予
定
で
あ

り
、
事
業
展
開
を
進
め
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

村
民
の
意
識
共
有
と
活
動
参
加
が
不

可
欠
と
思
う
が
、
住
民
参
加
の
仕
組

み
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

村
長　

①
「
檜
原
村
」
の
あ
る
東
京

と
言
わ
れ
、
誇
り
を
持
っ
て
自
然
環

境
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
都
市
住
民
に

提
供
し
て
い
き
た
い
。

②
ガ
イ
ド
養
成
を
引
き
続
き
行
い
、

檜
原
村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
の
開
催
や
、
仮
称
・
檜
原

村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
村
民
の
会

の
設
置
等
を
検
討
し
て
お
り
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
村
民
の
参
加
を

促
す
よ
う
努
め
る
。

質
問　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
経
済
的
波
及
効
果

が
ね
ら
え
る
の
か
。

産
業
環
境
課
長　

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
は

報
酬
が
得
ら
れ
、
村
内
飲
食
店
・
宿

泊
施
設
・
檜
原
産
材
の
利
用
、
農
産

物
の
販
売
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
３
大
要
素
は

観
光
振
興
、
地
域
振
興
、
環
境
保
全

で
あ
り
、
経
済
効
果
な
く
し
て
地
域

住
民
の
参
加
は
望
め
ず
、
地
域
住
民

の
参
加
な
く
し
て
資
源
は
守
れ
ず
、

資
源
の
持
続
な
く
し
て
観
光
は
成
立

し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

清
水
　
兵
庫

議員

じゃがいも焼酎製造に関する
村の基本認識について

村の特産品にすることである

山
嵜
　
源
重

議員

檜原村のエコツーリズム
について

自然環境の恩恵を都市住民
に提供したい
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質
問　

じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
製
造
事
業

は
地
方
自
治
体
と
し
て
行
う
よ
う
な

事
業
で
は
な
く
、
村
税
の
１
年
近
く

も
投
入
す
る
こ
と
は
政
策
判
断
の
重

大
な
誤
り
で
あ
る
。

　

村
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
焼
酎
製

造
建
設
予
定
地
に
知
的
産
業
の
オ
フ

ィ
ス
な
ど
を
建
設
す
る
こ
と
や
払
沢

質
問　

①
旧
高
橋
家
住
宅
活
用
計
画

の
設
定
期
間
と
実
施
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
、
一
般
公
開
は
、
い
つ

頃
予
定
し
て
い
る
の
か
。

②
村
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し

て
い
く
中
で
、
旧
高
橋
家
関
連
施
策

を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
施
策
を

展
開
し
て
い
く
の
か
。

の
滝
、
神
戸
岩
の
周
辺
整
備
、
空
き

家
問
題
、
高
齢
者
対
策
、
バ
ス
交
通

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
、
檜
原
風
穴
、

旧
北
檜
原
小
学
校
等
々
の
歴
史
文
化

遺
産
の
保
存
な
ど
焼
酎
製
造
事
業
よ

り
も
将
来
に
わ
た
っ
て
優
先
す
べ
き

事
業
は
多
数
あ
る
。
ま
た
、
じ
ゃ
が

い
も
焼
酎
製
造
事
業
を
赤
字
の
続
く

第
三
セ
ク
タ
ー
「
め
る
か
檜
原
」
に

負
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

村
長　

じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
製
造
事
業

は
運
営
を
民
間
事
業
者
が
担
う
こ
と

を
想
定
し
て
お
り
、
株
式
会
社
「
め

る
か
檜
原
」
も
そ
の
事
業
者
の
一
つ

で
あ
る
。
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
製
造
事

業
は
２
億
円
、
３
億
円
か
か
る
か
分

か
ら
な
い
が
、
将
来
的
に
は
黒
字
化

を
目
指
す
考
え
で
あ
る
。

教
育
長　

①
平
成
30
年
度
か
ら
詳
細

設
計
な
ど
を
行
い
、
一
般
公
開
は
33

年
度
を
目
途
に
進
め
て
い
る
が
、
34

年
度
以
降
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。

村
長　

②
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て

活
用
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

①
地
域
資
源
を
活
か
し
た
体

験
型
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
出
来
な
い

か
。

②
竹
藪
の
伐
採
は
早
期
に
出
来
な
い

か
。

③
活
用
委
員
会
を
新
た
に
立
ち
上
げ

る
の
か
。

教
育
課
長　

①
旧
高
橋
家
住
宅
を
中

心
と
し
た
循
環
型
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
他
地
区
へ
の
相
乗
効
果
と
な
る

よ
う
担
当
課
と
調
整
を
図
り
た
い
。

②
今
年
度
、
竹
藪
の
伐
採
を
行
う
。

③
委
員
会
は
立
ち
上
げ
ず
、
も
み
じ

の
里
の
会
が
中
心
と
な
る
よ
う
お
願

い
し
た
。

質
問　

地
域
振
興
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を

増
加
さ
せ
る
た
め
の
古
民
家
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
を
提
案
す
る
。

教
育
課
長　

文
化
財
と
し
て
の
修
復

を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
地
域
の
雇

用
や
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
検

討
課
題
と
し
た
い
。

吉
川
　
　
洋

議員

じゃがいも焼酎製造事業等について
村長の政治姿勢を問う

２～３億円かかるか分からないが
将来的には黒字化をめざす

清
水
　
満
男

議員

旧高橋家住宅の今後の事業展開とエコツー
リズム関連施策における位置づけについて

観光資源の一つとして活用
を考えている
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観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
計
画

で
あ
る

質
問　

檜
原
村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
は
、
平
成
30
年
２
月
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
を
ま

と
め
た
。
そ
の
構
想
は
、
国
の
認
定

も
受
け
た
こ
と
は
大
変
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
構
想
の
中
で
檜
原
風
穴
、
石

室
は
伝
統
的
な
生
活
文
化
、
歴
史
資

産
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

利
用
状
況
、
配
慮
事
項
と
し
て
は

「
現
在
活
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

地
元
の
人
で
も
知
る
人
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
歴
史
を
含
め
、
今
後
の

適
切
な
整
備
・
活
用
が
望
ま
れ
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
風
穴
の
教
育
的

価
値
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を

考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

柏
木
野
地
区
に
あ
る
檜
原

風
穴
は
自
然
の
地
形
を
活
か
し
た
一

定
の
価
値
が
あ
る
も
の
と
認
識
を
し

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
で
も
伝
統
的
な
生
活
に
関
わ

質
問　

①
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す

る
村
づ
く
り
に
つ
い
て
の
施
策
は
。

②
移
住
希
望
者
が
村
に
住
む
こ
と
が

可
能
と
な
る
環
境
整
備
は
。

村
長　

①
村
の
地
域
特
性
に
応
じ

た
、
総
合
的
な
村
に
住
む
環
境
づ
く

り
の
さ
ら
な
る
整
備
・
充
実
が
必
要

と
考
え
る
。

る
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
計

画
で
あ
り
、
今
後
、
担
当
課
と
協
議

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

②
本
年
度
か
ら
生
活
形
態
に
合
わ
せ

た
住
宅
の
確
保
と
、
就
業
の
場
の
確

保
の
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

質
問　

働
き
盛
り
で
村
を
支
え
る
年

齢
層
を
対
象
と
し
た
施
策
が
必
要
で

は
。

企
画
財
政
課
長　

働
き
盛
り
の
方
に

特
化
し
た
、
目
立
っ
た
補
助
・
助
成

は
実
施
し
て
い
な
い
の
が
現
状
。

質
問　

①
働
き
盛
り
の
家
族
へ
福
利

厚
生
施
設
へ
の
無
料
利
用
券
の
配
布

や
、
が
ん
早
期
発
見
の
た
め
の
検
査

費
用
の
一
部
助
成
、
消
防
団
員
の
福

利
厚
生
の
充
実
を
。

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の

た
め
、
自
治
会
の
活
動
費
や
自
治
会

館
維
持
経
費
の
一
部
助
成
も
必
要
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

企
画
財
政
課
長　

①
そ
の
年
代
層
の

方
が
健
康
で
安
心
し
て
仕
事
が
出
来

る
よ
う
、
施
設
の
利
用
補
助
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
が

ん
検
診
検
査
費
用
の
一
部
助
成
制
度

な
ど
も
検
討
を
し
た
い
。

②
各
自
治
会
か
ら
活
動
の
実
態
等
を

聞
き
、
活
動
費
や
自
治
会
館
経
費
の

一
部
助
成
な
ど
必
要
性
等
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

檜
原
風
穴
の
保
存
と
教
育
的

活
用
等
に
つ
い
て

峰
岸
　
　
茂

議員

「人口減少社会に対応する
村づくり」について

村に住む環境づくりのさらなる
整備・充実が必要と考える
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８
月
11
日
は
山
の
日
で
す
。
そ

こ
で
思
い
出
す
の
が
、
富
士
山
や

エ
ベ
レ
ス
ト
の
清
掃
な
ど
、
登
山

を
通
じ
て
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん

で
い
る
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野
口
健

さ
ん
。

　

外
交
官
の
父
と
の
子
ど
も
の
頃

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
よ
く
旅
に

連
れ
て
行
か
れ
た
。
行
き
先
は
壁

崩
壊
前
の
東
西
ド
イ
ツ
や
シ
リ
ア

の
国
境
地
域
な
ど
。

　

あ
る
救
急
病
院
を
訪
問
し
た
時

の
こ
と
、
瀕
死
の
人
が
あ
ふ
れ
る

中
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
子
ど
も
を

連
れ
て
く
る
な
ん
て
、
お
か
し
い

と
訴
え
る
と
、
父
は
厳
と
し
て
言

っ
た
。

　

｢

こ
れ
が
現
実
だ
。
世
の
中
に

は
Ａ
面
と
Ｂ
面
が
あ
る
。
華
や
か

な
観
光
地
が
Ａ
面
、
救
急
病
院
は

Ｂ
面
だ
。
Ｂ
面
は
自
分
か
ら
行
か

な
い
と
見
え
て
こ
な
い
。」

　

こ
の
言
葉
と
体
験
が
現
在
の
野

口
さ
ん
の
活
動
の
原
点
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

編
集
後
記

　

人
も
社
会
も
一
面
か
ら
見
て
決

め
付
け
て
は
、
そ
の
実
像
は
つ
か

め
ま
せ
ん
。

　

｢

知
恵
は
現
場
に
あ
り
、
自
ら

足
を
運
び
、
人
に
会
う
。
自
分
の

目
で
見
て
、
肌
で
感
じ
、
心
を
働

か
せ
る
。」

　

変
革
を
起
こ
す
鍵
は
、
そ
こ
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
前
号
か
ら
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
の
紙
面
に
な
り
、
皆
様
か
ら
多

数
の
好
評
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
意
見
・
ご
要
望
等
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　

（
浜
中
）

　

委
員
長　
　

浜
中　

由
造

　

副
委
員
長　
　

清
水　

兵
庫

　

委　
　

員　
　

吉
川　
　

洋

　
　

〃　
　
　

山
口　

和
彦

　お気軽にご意見・ご要望をお聞かせください。お寄せいただいた意見は全議員に配布

し、今後の議会運営の参考にさせていただきます。

お問い合わせは、議会だより編集委員会へ
TEL ５９８－１１２８　 FAX ５９８－１００９　 Email : gikai@vill.hinohara.tokyo.jp

議会だよりに「声」をお寄せください

９月議会の
お知らせ
（予定）

■議会運営委員会 ８月28日(火)
■定例会初日 ９月３日(月)
■常任委員会 ９月６日(木)
 ９月７日(金)
■決算特別委員会 ９月11日(火)
■定例会最終日 ９月14日(金)


